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第
一
節 

地
勢
概
要 

  

一 

和
泊
町
の
位
置
お
よ
び
面
積 

  

九
州
南
部
か
ら
台
湾
に
か
け
て
の
洋
上
約
千
三
百
キ
ロ
に
わ 

た
っ
て
連
な
る
弧
状
列
島
は
「
南
四
諸
島
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。 

南
西
諸
島
は
大
別
し
て
、
薩
南
諸
島
と
琉
球
列
島
と
に
分
け
ら
れ 

る
。 

 

薩
南
諸
島
に
は
、
大
隅
諸
島
・
三
島
・
ト
カ
ラ
列
島
お
よ
び
奄 

美
群
島
が
含
ま
れ
、
琉
球
列
島
は
沖
縄
諸
島
・
先
島
諸
島
・
大
東 

諸
島
・
尖
閣
列
島
の
四
つ
に
大
き
く
分
か
れ
、
さ
ら
に
先
島
諸
島 

は
宮
古
群
島
と
八
重
山
群
島
と
に
分
け
ら
れ
る
。（
図
1
・
表
1
） 

 

奄
美
群
島
は
奄
美
大
島
・
加
計
呂
麻
島
・
与
路
島
・
請
島
・
喜 

界
島
・
徳
之
島
・
沖
永
良
部
島
・
与
論
島
の
各
島
々
か
ら
な
っ
て 

い
る
。（
図
2
） 

 

和
泊
町
は
、
奄
美
群
島
の
中
の
沖
永
良
部
島
（
お
き
の
え
ら
ぶ 

                          

じ
ま
・
周
囲
五
十
・
三
キ
ロ
、
面
積
九
十
四
・
五
四
平
方
キ
ロ
） 

を
二
分
し
て
、
東
北
部
に
位
置
し
、
知
名
町
と
隣
接
す
る
。
町
の 

総
面
積
は
四
十
一
・
一
七
平
方
キ
ロ
で
、
耕
地
面
積
は
総
面
積
の 

五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
、
耕
地
条
件
に
は
恵
ま
れ
て
お
り
、
奄 

美
群
島
の
中
で
は
最
も
農
業
が
盛
ん
な
町
で
あ
る
。（
表
2
・
3
） 

 

鹿
児
島
県
庁
か
ら
和
泊
町
役
場
ま
で
は
、
五
百
三
十
七
キ
ロ
の 

距
離
で
あ
り
、
ま
た
奄
美
大
島
の
名
瀬
市
と
沖
縄
県
の
那
覇
市
と 

の
ほ
ぼ
中
間
に
位
置
し
て
お
り
、
天
気
の
よ
い
日
は
北
東
方
三
十

一
キ
ロ
に
徳
之
島
、
北
西
方
に
硫
黄
鳥
島
、
南
西
方
二
十
一
キ
ロ 

に
与
論
島
、
続
い
て
沖
縄
島
・
伊
平
屋
列
島
の
島
々
を
望
む
こ
と 

が
で
き
る
。 

 

和
泊
町
お
よ
び
大
島
郡
の
他
の
市
町
村
に
つ
い
て
の
総
面
積
・ 

耕
地
面
積
等
に
つ
い
て
は
表
3
の
と
お
り
で
あ
る
。 
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表 1．南西諸島の島嶼
とうしょ

分類 

南 
 
 

西 
 
 

諸 
 
 

島 

薩
南
諸
島
（
鹿
児
島
県
） 

大隅諸島 種子島、屋久島、馬毛島、口永良部島 

三    島 硫黄島、黒島、竹島 

吐噶喇列島 
口之島、中之島、諏訪之瀬島、平島、悪石島、 

宝島、小宝島、横当島、臥蛇島 

奄美群島 
奄美大島、加計呂麻島、請島、与路島、喜界島 

徳之島、沖永良部島、与論島 

琉 

球 

列 

島 

（
沖
縄
県
） 

沖 

縄 

諸 

島 

沖縄群島 

沖縄島、伊平屋島、野甫島、具志川島、伊是名島 

屋那覇島、伊江島、久米島、久高島、硫黄鳥島 

栗国島、渡名喜島、水納島 

慶良間群島 
座間味島、渡嘉敷島、慶留間島、阿嘉島、前島 

安室島、外地島、久場島、屋嘉比島 

先 

島 

諸 

島 

宮古群島 
宮古島、伊良部島、下地島、池間島、大神島 

来間島、多良間島、水納島 

八重山群島 

石垣島、西表島、竹富島、波照間島、新城島 

（上地、下地）小浜島、黒島、仲ノ神島 

与那国島 

大
東
諸
島 

 南大東島、北大東島、沖大東島（ラサ島） 

尖
閣
列
島 

 
魚釣島、北小島、南小島、久場島（黄尾礁） 

大正島（赤尾礁） 

※ 薩南諸島も含めて、南西諸島全体を琉球列島と呼ぶこともある。 
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表 2．奄美諸島の位置 

島 嶼 名 
所 属 

市町村 

位    置 周 囲 

（Km) 

面 積 

(㎢) 測点地 東 経 北 緯 

 

 

 

奄 美 大 島 

 

加計呂麻 
島、与路 
島、請島 
を含む 

名瀬市 

大和村 

宇検村 

住用村 

竜郷町 

笠利町 

瀬戸内町 

名 瀬 129°29′43″ 28°22′25″ 

405.6 819.26 

喜 界 町 喜界町 湾 129°56′25″ 28°19′ 3″ 48.6 55.71 

徳 之 島 

徳之島町 

天城町 

伊仙町 

亀 津 129° 1′ 6″ 27°43′28″ 

84.1 248.24 

沖永良部島 
和泊町 

知名町 

和 泊 128°39′25″ 27°23′26″ 

50.3 94.54 

与  論  島 与論町 茶 花 128°25′ 2″ 27° 2′40″ 21.9 20.82 
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表 3．島別・市町村別面積 

資料:奄美群島の慨況（昭和 57年度） 

区別 

市町村 

総面積 

(㎢） 

耕地面積 林野面積 

田 畑 計 国有林 民有林 計 

( 大 島 本 島 ) 

名 瀬 市 

大 和 村 

宇 検 村 

瀬 戸 内 町 

住 用 村 

竜 郷 町 

笠 利 町 

819.53 180 1,972 2,152 4,587 65,121 69,708 

127.54 

90.35 

102.55 

238.99 

117.65 

83.48 

58.97 

49 

13 

1 

40 

26 

41 

10 

364 

39 

57 

338 

73 

297 

804 

413 

52 

58 

378 

99 

338 

814 

545 

22 

917 

1,289 

1,814 

― 

― 

10,011 

7,771 

8,404 

19,754 

9,256 

6,655 

3,270 

10,556 

7,793 

9,321 

21,043 

11,070 

6,655 

3,270 

( 喜 界 島 ) 

喜 界 町 

55.71 ― 1,887 1,887 ― 1,097 1,097 

55.71 ― 1,887 1,887 ― 1,097 1,097 

( 徳 之 島 町 ) 

徳 之 島 町 

天 城 町 

伊 仙 町 

248.31 102 6,315 6,417 4,123 7,578 11,701 

100.71 

84.80 

62.80 

101 

1 

― 

1,877 

1,990 

2,448 

1,978 

1,991 

2,448 

1,575 

1,930 

618 

4,029 

2,029 

1,520 

5,604 

3,959 

2,138 

(沖永良部島 ) 

和 泊 町 

知 名 町 

94.54 68 4,119 4,187 ― 982 982 

41.17 

53.37 

66 

2 

2,066 

2,053 

2,132 

2,055 

― 

― 

252 

730 

252 

730 

( 与 論 島 ) 

与 論 町 

20.82 6 1,090 1,096 ― 133 133 

20.82 6 1,090 1,096 ― 133 133 

奄美群島(合計) 1,238.91 356 15,383 15,739 8,710 74,911 83,621 

 



                                              

二 

地
形
お
よ
び
地
質 

 
 

(一) 

地 

形 

 

 

沖
永
良
部
島
で
は
、
大
山
（
二
百
四
十
五
メ
ー
ト
ル
）
と
越
山 

（
百
八
十
六
・
六
メ
ー
ト
ル
）
を
除
い
て
、
ほ
ぼ
全
島
に
琉
球
石 

灰
岩
と
呼
ば
れ
る
石
灰
岩
層
が
広
く
分
布
し
て
い
る
。
こ
の
石
灰 

岩
の
層
は
、
堆た

い

積
面
か
ら
考
え
て
大
き
く
高
位
・
中
位
・
低
位
の 

三
段
の
段
丘
地
形
に
分
け
ら
れ
、
各
段
丘
間
は
急
斜
面
と
な
っ
て 

い
る
。 

 

奄
美
群
島
の
他
の
島
々
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
と
、
与
論
島
・ 

喜
界
島
お
よ
び
徳
之
島
の
南
部
地
域
で
も
石
灰
岩
の
分
布
が
見
ら 

れ
る
一
方
、
奄
美
大
島
・
徳
之
島
の
北
部
地
域
で
は
、
ほ
と
ん
ど 

そ
の
分
布
は
見
ら
れ
な
い
。（
図
4
） 

 

沖
永
良
部
島
の
段
丘
地
形
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
詳
し
く
見
て
い 

く
と
五
段
に
分
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
上
位
（
標
高
の
高
い
所
） 

か
ら
第
一
段
丘
面
・
第
二
段
丘
面
…
…
第
五
段
丘
面
で
あ
り
、
こ 

こ
で
の
第
一
段
丘
が
前
の
高
位
段
丘
に
、
第
二
段
丘
は
中
位
段
丘 

に
、
さ
ら
に
第
三
～
第
四
段
丘
は
低
位
段
丘
に
相
当
す
る
。 

      

（
図
5
） 

 

と
こ
ろ
で
、
琉
球
石
灰
岩
は
、
サ
ン
ゴ
や
石
灰
藻
な
ど
石
灰
質 

生
物
の
破
片
や
有
孔
虫
の
遺
が
い
な
ど
が
固
ま
っ
て
で
き
て
お 

り
、
空
隙

く
う
げ
き

が
多
い
う
え
、
炭
酸
ガ
ス
を
含
む
雨
水
に
は
溶
け
て
し 

ま
う
性
質
が
あ
る
。
雨
水
に
よ
る
溶
食
が
進
む
と
、
地
表
の
と
こ 

ろ
ど
こ
ろ
に
、
ロ
ー
ト
状
や
す
り
鉢
状
の
窪く

ぼ

地
や
穴
が
で
き
る
。 

こ
の
よ
う
な
窪
地
や
穴
の
あ
る
地
形
は
「
ド
リ
ー
ネ
」
と
呼
ば
れ 

る
。 

 

各
段
丘
面
に
は
ド
リ
ー
ネ
が
至
る
所
に
形
成
さ
れ
て
お
り
、
こ 

れ
ら
石
灰
岩
地
帯
に
特
有
の
地
形
は
「
カ
ル
ス
ト
地
形
」
と
呼
ば 

れ
る
が
、
沖
永
良
部
島
は
典
型
的
な
カ
ル
ス
ト
地
形
が
発
達
し
て 

い
る
地
城
で
あ
る
。 
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カ
ル
ス
ト
地
形
は
、
地
下
で
も
同
じ
よ
う
に
雨
水
や
地
下
水
の 

溶
食
作
用
に
よ
り
、
石
灰
洞
（
鐘

し
ょ
う

乳
洞
）
と
呼
ば
れ
る
洞
穴
を 

形
成
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
石
灰
洞
を
流
れ
る
地
下
水
は
「
暗 

川
（
ク
ラ
ゴ
ー
）」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
上
水
道
が
普
及
す
る
ま 

で
は
、
島
で
の
重
要
な
飲
料
水
源
で
あ
り
、
し
か
も
、
こ
れ
ら
暗 

川
の
存
在
が
集
落
の
立
地
の
成
否
を
も
決
定
し
て
き
た
。暗
川
は
、 

段
丘
に
つ
い
て
見
る
と
、
中
位
段
丘
と
低
位
段
丘
の
間
の
急
斜
面 

の
ふ
も
と
に
湧ゆ

う

出
し
て
お
り
、
ま
た
、
各
段
丘
間
の
急
斜
面
下
で 

は
湧ゆ

う

泉
が
見
ら
れ
る
。 

 

沖
永
良
部
島
で
は
、
石
灰
洞
の
数
は
二
百
と
も
三
百
と
も
い
わ 

                           

        

れ
て
お
り
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
は
図
6
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。 

ま
た
、
石
灰
洞
の
な
か
で
も
鐘
乳
石
や
石
笥
、
リ
ム
ス
ト
ー
ン 

な
ど
洞
窟く

つ

内
二
次
生
成
物
が
す
ば
ら
し
く
発
達
し
て
い
る
所
は
、 

観
光
資
源
と
し
て
公
開
利
用
さ
れ
て
お
り
、知
名
町
の
昇
龍
洞（
写 

真
）、
水
運
洞
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
海
岸
に
目
を
向
け
る
と
、
島
を
取
り
囲
む
よ
う
に
サ
ン 

ゴ
礁

し
ょ
う

が
発
達
し
て
お
り
、
亜
熱
帯
特
有
の
遠
浅
の
美
し
い
海
岸 

線
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
サ
ン
ゴ
礁
の
海
は
造
礁
サ
ン
ゴ
と
呼
ば
れ 

る
腔こ

う

腸
動
物
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
。
サ
ン
ゴ
礁
は
、
島
の
隆
起 

あ
る
い
は
沈
降
の
過
程
に
よ
り
、
裾き

ょ

礁
・
堡ほ

礁
・
卓
礁
・
環
礁
と 

大
き
く
分
け
ら
れ
る
。（
図
7
） 
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沖
永
良
部
島
に
お
い
て
は
、
裾
礁
が
す
ば
ら
し
く
発
達
し
て
い 

て
至
る
所
で
見
ら
れ
る
が
、
冬
季
の
季
節
風
の
影
響
を
受
け
る
こ 

と
が
多
い
北
海
岸
よ
り
は
、
南
海
岸
に
よ
く
発
達
し
て
い
る
よ
う 

で
あ
る
。（
図
8
・
写
真
） 

 

さ
ら
に
、
海
食
崖が

い

の
後
退
が
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
砂
浜 

や
砂
丘
が
見
ら
れ
る
。
主
な
砂
浜
と
し
て
は
、
美ビ

瀬シ

の
浜
（
国
頭
）・ 

               

 

1 

裾き
ょ 

礁
し
ょ
う 

わ
が
国
サ
ン
ゴ
礁
の
大
部
が
裾
礁
で
あ
る
。 

サ
ン
ゴ
礁
は
ま
ず
島
の
ま
わ
り
に
生
育
し
て
帯
状
の
「
裾
礁
」
を 

つ
く
り
、
だ
ん
だ
ん
と
沖
へ
発
達
し
て
い
く
。 

2 

堡ほ 

礁
し
ょ
う 

裾
礁
の
で
き
た
島
が
し
だ
い
に
沈
ん
で
い
く
と
、
サ
ン
ゴ
礁
と
の 

間
に
浅
く
て
広
い
「
礁
湖
」
を
つ
く
り
「
堡
礁
」
と
な
る
。 

3 

環か
ん 

礁
し
ょ
う 

島
が
さ
ら
に
沈
み
、
海
面
下
に
没
し
て
し
ま
う
と
、
残
る
の
は
サ 

ン
ゴ
礁
の
部
分
だ
け
で
、
ド
ー
ナ
ッ
ッ
状
の
「
環
礁
」
と
な
る
。 

4 

卓た
く 

礁
し
ょ
う 

環
礁
が
再
び
隆
起
を
始
め
、
礁
湖
の
底
が
海
面
上
に
現
れ
て
平
た 

い
台
地
状
と
な
っ
た
も
の
を
「
卓
礁
」
と
い
い
、
再
び
卓
礁
が
、 

海
中
に
沈
ん
で
見
え
な
く
な
っ
た
も
の
を
「
消
滅
礁
」
と
い
う
。 

         

長
浜
（
手
々
知
名
）・
与
和
の
浜
（
古
里
）・
内
喜
名
浜
（
瀬
名
・ 

永
嶺
）
な
ど
が
あ
り
、
ま
た
、
和
泊
・
古
里
・
屋
子
母
（
知
名
町
） 

な
ど
の
海
岸
で
は
ビ
ー
チ
ロ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
る
比
較
的
新
し
い
時 

期
（
数
十
年
か
ら
数
百
年
）
に
、
砂
浜
が
そ
の
ま
ま
固
結
し
て
で 

き
た
岩
石
も
見
ら
れ
る
。 
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(二) 

地 

質 

 

南
西
諸
島
（
琉
球
列
島
）
は
、
島
々
が
弧
状
に
連
な
っ
て
い
る 

の
で
、
別
名
「
琉
球
弧
」
と
も
呼
ば
れ
る
。 

 

琉
球
弧
は
大
き
く
外
弧
と
内
弧
の
二
列
に
分
け
ら
れ
、
こ
れ
ら 

に
は
大
き
く
相
違
点
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
大
陸
側
の
内
弧
に
は
現 

在
も
活
動
中
の
「
火
山
島
」
が
、
一
方
太
平
洋
側
の
外
弧
に
は
「
非 

火
山
島
」
が
、
規
則
的
に
並
ん
で
い
る
。 

 

ま
た
、
こ
の
外
弧
は
、
基
盤
の
地
質
構
造
の
年
代
か
ら
み
て
、 

さ
ら
に
三
つ
に
区
分
さ
れ
る
。
太
平
洋
側
か
ら
島
尻
帯
・
国
頭 

帯
・
本
部
帯
で
あ
る
。（
図
9
） 

 

島
尻
帯
に
は
、
喜
界
島
・
沖
縄
島
南
部
・
宮
古
島
な
ど
の
平
坦た

ん 

な
島
々
が
含
ま
れ
、
国
頭
帯
は
、
奄
美
大
島
・
慶
良
間
諸
島
・
沖 

縄
島
中
部
・
北
部
な
ど
山
が
険
し
い
島
が
続
く
。
さ
ら
に
本
部
帯 

で
は
、
沖
永
良
部
島
・
与
論
島
・
伊
平
屋
列
島
・
徳
之
島
な
ど
山 

の
目
立
つ
島
と
低
く
平
坦
な
島
が
混
在
し
て
い
る
。 

 

南
四
諸
島
の
主
要
な
島
々
は
、
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
外
弧
に
属
し 

て
い
る
。 

 

一
方
、
内
弧
の
火
山
島
の
特
徴
と
し
て
は
、
島
の
面
積
が
狭
く 

山
は
高
い
の
で
、
非
常
に
険
し
い
地
形
を
示
す
。（
表
5
） 

                          

 

と
こ
ろ
で
、
島
は
外
観
か
ら
、
山
地
が
中
心
の
「
高
島
」
と
低 

く
台
地
状
の
「
低
島
」
の
二
つ
の
タ
イ
プ
に
識
別
す
る
こ
と
に
よ 

り
、
そ
れ
ら
の
島
々
の
起
源
や
地
質
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る 

と
い
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分
類
に
基
づ
く
島
の
成
囚
・
地
形
・
地
質 

等
の
対
比
は
表
６
の
と
お
り
で
あ
る
。（
分
布
に
つ
い
て
は
、
図 

11
参
照
） 
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表 5．琉球列島の基盤岩類の構造区分 

島弧 地形 地 携 帯 地質年代 島  嶼  名 

内 
  

弧 

火 

山 

島 

旧期琉球火山岩帯 

（旧期火山島） 

新生代 

（第三紀） 

黒島、臥蛇島、宝島、平島、栗国島、久米

島 

新期琉球火山岩帯 

（新期火山島） 

新生代 

（第四紀） 

竹島、硫黄島、口永良部島、中之島、諏訪

之瀬島、悪石島、横当島、硫黄鳥島 

外 
  

弧 

非 

火 

山 

島 

古 

期 

岩 

帯 

本部隊 古生代 
沖永良部島、徳之島、与論島、多良間島、 

西表島、石垣島 

国頭帯 中生代 
沖縄島中・北部、慶良間群島、伊良部島、 

奄美大島 

島 尻 帯 
新生代 

（第三紀） 

喜界島、沖縄島南部、宮古島、波照間島、 

与那国島 
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表 6. 高島と低島とにおける自然の対比 

島の 
分類 島の成因 

地   形 
地 質 土 壌 水分系 

山地 丘陵 台地 低地 

高島 
大陸性島 

火山島 
有 

大起状 

丘陵 

砂れき 

段丘 
谷底低地 

古期岩類 

火山岩 
赤黄色土 河川系 

低島 
サンゴ礁 

(大陸性島） 
無 

小起状 

丘陵 

石灰岩 

段丘 
海岸低地 

琉球石灰岩 
 

第三紀 
島尻層 

テラロッ 

 サ 
地下水系 

（「沖縄の自然をめぐって」沖縄地学会編著 築地書館より） 



                                              

 

沖
永
良
部
島
は
、
地
質
の
構
造
区
分
上
か
ら
は
、
古
期
岩
帯
で 

あ
り
本
部
帯
に
属
す
る
。島
を
構
成
す
る
基
盤
岩
類
は
、「
根
折
層
」 

と
呼
ば
れ
、
地
質
年
代
上
の
古
生
代
に
属
す
る
堆た

い

積
岩
類
を
主
と 

し
て
お
り
、
こ
の
上
を
新
生
代
第
四
紀
更
新
世
（
洪
積
世
）
に
で 

き
た
琉
球
層
群（
琉
球
石
灰
岩
）が
広
く
島
全
体
を
覆
っ
て
い
る
。 

こ
の
根
折
層
は
粘
板
岩
・
砂
岩
を
主
と
し
て
お
り
、
大
山
・
越
山 

山
麓ろ

く

・
竿
津
山
・
玉
城
お
よ
び
根
折
か
ら
国
頭
に
か
け
て
、
層
が 

露
出
し
て
お
り
、
ま
た
、
海
岸
に
お
い
て
も
小
規
模
な
露
出
が
見 

ら
れ
る
。 

 

一
方
、
越
山
は
、
第
三
紀
の
貫
入
岩
類
で
あ
る
花
崗
閃

か
こ
う
せ
ん

緑
り
ょ
く

岩 

で
で
き
て
い
る
。（
図
10
） 

 

現
在
、
ほ
ぼ
島
全
体
に
分
布
し
て
い
る
琉
球
層
群
の
石
灰
岩
層 

は
堆
積
年
代
か
ら
み
て
大
き
く
三
層
に
分
け
ら
れ
る
。
つ
ま
り
層 

位
的
に
下
位
か
ら
、
瀬
利
覚
層
・
新
城
層
・
下
城
層
で
あ
る
。 

 

「
下
城
層
」
は
堆
積
の
時
期
は
更
新
世
の
中
期
で
、
硬
く
緻
密

ち
み
つ 

な
サ
ン
ゴ
石
灰
岩
を
主
と
し
て
お
り
、
一
方
、
新
城
層
・
瀬
利
覚 

層
は
共
に
更
新
世
後
期
の
堆
積
で
あ
る
。（
各
層
厚
、
堆
積
物
の 

特
徴
に
つ
い
て
は
、
表
7
参
照
） 
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表 7．琉球層群（琉球石灰岩）の分類 

地層名 地質年代 層厚 堆積面高さ 岩 相（特徴） 

下城層 更新世中期 150m 
180～200ｍ 

（高位段丘） 

サンゴ石灰岩 

（固く緻密な石灰岩） 

新城層 更新世後期 80ｍ 
80～100m 
（中位段丘） 

有孔虫砂石灰岩 

未固結部は「イニャグ」と呼 

ばれ、道路の簡易舗装材料 

として使用されている。 

瀬利覚層 更新世後期 50ｍ 40m 

有孔虫石灰岩 

石灰藻球石灰岩 

サンゴ石灰岩 

（「沖永良部の洞窟」日本洞窟協会 1981より） 


